
 

新庁舎整備に伴う駐⾞場及び駐輪場の整備について 

1 駐⾞場について  

【新⿅⽥町駐⾞場】 
 

 

 

 

 

 

 

コンビニ交付等の普及により、北区窓口来庁者数が１０年

後に２５％減少、自家用車での来庁者数は１５％減少と仮定

すると、再整備が必要な駐車台数は、 

 ３２７台×（１００－１５）％＝２８０台 

また、新庁舎地下に想定している公用車駐車場（１２０台）

と一体利用することにより、約３０台分の駐車台数を削減し、

新鹿田町駐車場の駐車台数を ２５０台 と想定します。 

 

２ 駐輪場について 

 

 
 

 

 

 

 

 

現在の本庁舎構内及び保健福祉会館駐輪場利用台数（820 台）

のうち、残置予定の保健福祉会館駐輪場台数（40 台）及び放

置自転車（約 50 台）を除いた 730 台分の整備が必要です。 

そのうち、６割以上が職員利用であるため、既設の職員駐輪

場等に２段ラックを設置することなどにより、約 430 台分を

既存施設に再整備し、残りの ３００台 を新庁舎敷地内に

設けることを想定しています。 

注）駐車・駐輪台数については、

現状の駐車・駐輪需要を元に

仮算定したものであり、来年

度以降に周辺施設の基本計

画において検討していきま

す。 
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